






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































駅名 野 吉祥寺 三 '五1分寺 立１１１ 八王子
乗降客数 241.357 267.659 166.716 205.387 339.004 186.052 
商店街 に}'野北I］ 吉祥寺北'二１ 三慨南1二１ |玉1分寺北口 立)||北｢１ 八王子北口
'１，売業商店数 316店 523店 254店 153店 356),１７ 258)ｉ 
飲食店商店数 137店 247店 103店 46),!； 1081I 213店























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































鏡/jli ijbDⅢ 蝿Lｌｊ 
風土文化歴史文化
公共公銑
施設・交
皿網Ｉ鮒ｉ
る(65)。すると，これら要素から柵成される事業内容が，対象地域の文化
資源と関係する部分（または関係しない部分）の判断が必要になる。この
判断は，nilXIl5に表した三つの文化形式で織成される有用化IilIi{直を持つ場
によって，「見立て」と「見切り」を行う。
以上について，概念的に表すと，｜叉117に示す内容となる。地域文化の有
用化Imiｲ直の場と１１１なり合った中心市街地iili性化事業の場の部分が必要とす
る事業要素範ｌｌｌｌであり，それ以外の部分は不要と見なし除外する。実際
に，この方法論を仙川する場合は，まず，対･象とする地域文化の要素を}111
出し，重み付けをｲ了い，要素の段階的な必要度を決める。｜司様に，「''心市
街地活性化事業においても要素の重み付けや段附的な必要度を決める。そ
して，これらをマトリクス表等を川いて取捨選択することになる。
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２）複雑適応系のまちづくり
ポール・クルーグマンがエッジシテイ・モデルで示したように，１日中心
市街地の機能は，周辺に剣発する複数のエッジシテイヘ分散・Ｉ吸収される
(もしくは，旧'|､心Tl]｢街地の機能を分散･吸収して複数のエッジシティが生
まれる)。このため，｜|]''二'心TIT街地へ資本（助成金等）を投下しても，エ
ッジシテイの数を増やし，エッジシテイを肥らせることへ繋がる。
上記の課題に際し，次の対応兼を示すことができる。
エッジシテイの刺発は，社会システムが複雑系であることから起きる現
象である。このため，対･象となる'１１心市街地だけを取り扱う現状の方法で
は対処することがiIillLい゜現実に，都市はllj心TI7街地だけで稼働していな
い。少なくとも，周辺地域にこれを支える内部社会システム（社会クラス
ター）が存在するはずである。そこで，中心市街地をフロントヤード，内
部社会クラスターをバックヤードとみなし，各々を同時並行的に別々にデ
ザインする。以上を図示すると，次図18の内容となる。
４．３．３多様なまちづくりへ
前記の「文化資源に基づくまちづくり」および「複雑適応系のまちづく
り」に示す内容は，「''心Tl丁街地だけでなく，他のまちづくりへ展開するこ
とが可能である。その方法は，次に示すとおりである。
前述するように，まず，文化資源をベースに都市・地域のliHil有性をそし
ゃくする。この場合，文化資源は様々な分野に存在し，その内容も多種多
様である。そこで，各文化要素の重み付けを行う。これは，対象地域の特
色を[ﾘ]砿化するものであり，Ｚｎみ付けの序列で特色の猫１度を表す。例え
ば，開発計miが持ち上がった場合，重みｲtl-けに基づく文化の序列によっ
て，その開発計画をスクリーニングし対･象となる都TlJ・地域にとって，
必要と認め得る開発範囲およびその質と量を「見立て」かつ「見切る」の
である。
また，都市・地域は多屑の社会クラスターによって椛成されている。こ
380 
図１８複雑適応系のまちづくり構造(67）
フロント・ヤード
(中心市街地活性化地）
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のため，各クラスターのシステム榊造を捉え，各クラスターＩＭＩの関係性を
見出し，その関係性をデザインする。関係性は常にlilil定的ではない（平衡
状態ではない）から，一定の時llMが過ぎれば，また新たな関係性が生ま
れ，関係するクラスターは'二ＩＭｌｌ縦化して新たな性格を持ち変化する。し
たがって，関係性を扱うホスピタリテイ・デザインもまた動態的に変化し
なけなければならない。各１Ｗごとにクラスターとその関係性に11Ｉしたデザ
インを施すことによって，都11丁・地域住民の生iiIiに重点を満いたきめ細か
なまちづくりが可能になる。
そして，各社会クラスターは，１１i独または複数で地域共同体を形成す
る。地域共同体が，前述する都市・地域人材ネットワークを椛築し，その
ネットワークがホスピタリテイ・デザインを活川したまちづくりを行う。
Ⅳ．おわりに
本論文は，fiI造祁TlJの形成とマネジメントを'二|｢〃とし，’二1已糺l織化する
都TIjと産業集積の誘導計lmiを検討している。前提として，迷業集積は梛市
機能の－形態と),Lなした。その根拠は，１８～19111紀に産業111命で揺れるヨ
ーロッパ，特にイギリスで花|;Mいた']1園都市が，工業化社会を反映した産
業都市において，都11丁と農村の関係性を活用し，産業集枝を誘導した点に
兄'1}すことができる。また，Ⅱ1園都Thiとの関係において，都Tl丁計画法が成
立した点も見逃すことができない。
なお，論点を下記に整理する。
①産業革命以後，進展する]二業化社会を反映する産業都TIJの課題
②上記①項に示す課題の対応となるハワードのllll亜|都TIT論の新視点
③工業化社会と情報化社会の産業榊造・都市のあり方の相述（特に情報
化社会の特徴）
④マイケル･ポーターおよびポール･クルーグマンの都市と瀧業集積の研
究
382 
⑤都市と産業集積の海外事例として，米|玉|シリコンバレーおよびイタリ
ア国コモ市の研究，および，考察として産業クラスターの外的・内的仕組
み
⑥都市と朧業集積の国内事例として，東京都武蔵11}市のＪＲｌｌｌ火線吉祥
寺駅北口商店街の研究，および，考察として都ＴＩＩ・地域政策，観光政策，
地域経営から椛成されるエリア・マネジメント
⑦自己組織化の〕qll論的背景として，自己組織化のメカニズム，パソコン
業界・団地住民・脳神経細胞の|芒|己組織化現象，そして抽出した誘導シス
テム要因
⑧上記①～⑦ｍに基づき，’二1□組織化する都市と應業集積の誘導計画
(1)となる「場のマネジメント」
⑨自己組織化する都Tb藤業雄横の誘導計画（２）となる「大学を111心と
するマネジメント」
⑩自己組織化する都市産業集械の誘導計画（３）となる「ホスピタリテ
イ・デザインにJiLづくまちづくりの誘導」
上記項目において，特に次の内容を示すことができる。
ハワードの[｢I|洲llTIj論を雌業集積の視点で捉え直し，都市と産業集積の
ljM係を見出した。情報化社会の都Tl丁と産業織造は，知恵（知識）とデザイ
ンに基づくことを論じた。
ポーターとクルーグマンの都11Jと鵬業集積ｲﾘﾄ先は，各々経'営学と経済地
理学の立場から，前者は戦略的に都ＴＩjにおける産業集積を実1M化する研
究，後者は都Ｔｌjにおける集積のプロセスを企業'１１１の関係性に基づき数理的
に解1ﾘjした研究として捉えることができるだろう。また，iT1ijjli)|:究がlill市の
廠衰と産業集積の関係を含むlﾉﾘ容であることは容易に理解できるだろう。
Iilli外事例研究の米国シリコンバレーはベンチャー企業の創発に，イタリア
|正lコモ市は産業を柵成する各１１１小企業（ベンチャー企業）の特徴あるネッ
トワークに視点を殻き，都市との関係を論じた。｜玉|内事例研究のＪＲ１Ｉ１央
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線Ｔ１ｒ祥寺駅北'二1商)ili街は，住民が主体的に形成したより良い力ｌｒｉ]へ'二l己糺ｌ
織化する桁llTljであ')，脈業集枝（商業集械）地である。特に，住民主体の
エリア・マネジメントのあり方を論じた。
Ｉ=l己組織化理論は，主に米|工|のサンタフェイi)l:究所が発信する生物化学の
研究から影響を受けたが，当i論文では，分りVを広げつつ，’二I已糺l織化のメ
カニズムに焦点を絞り論じた。
Iil己組織化する都Tljと藤業集枝の誘)募計miとして，まず，場のマネジメ
ントを示したが，特にｸill識と場のfill巡および運川として，遠心的に作)1Iす
るナレッジ・マネジメント，求心的に作川するホスピタリテイ・マネジメ
ントの相互補完Iiili11]を検討した。次に，｜皇I己組織化する都TITと産業柴杭の
誘導計imiとして，大学を'''心とするマネジメントを示したが，特に今後あ
るべき大学の戦''1片に菰ﾉﾊ(を置き，全休像を体系的に示すとともに，事業jnll
ll}をIMjl別に検討した。そして，’二|己組織化する都TlJと雌楽楽枝の誘導計画
として，ホスピタリテイ・デザインにJiLづくまちづくり誘導について示し
たが，特に文化資汕iiによる「見立て」と「)L切り」，および，複雑適応系
デザインについて論じた。
（追記）
本論文は，学会で発表した論文をベースに，「fill巡都Tljの形成とマネジ
メント」を題目として，ＤＩＩ筆し編集した。
《注》
l）今[1まで，祁11j計illli分111}におけるハワードの１１１１ﾎﾟ|都i1jiiIiの位折付-けは，
工業化が進む都１１丁の住宅''１１胆を解決する案としてlhLえるケースが多かった。
特に[業化社会におけるニュータウン計Imiの中核となる)門柱機能の計imiに
｜際し，桁神的Ｚｉﾐ性であ')，１ﾙ(型モデルとなっている。両度成長｣０１の'三|本で
は，多摩ニュータウンや千・』'1ニュータウン等の計lmiに|祭し，l111iil都市論が
大きな影響を与えた。しかし水稲では，IiW住機能よ'）もlﾘ:都TlJと１１１隙Ｉ部ilJ
のﾈ１１対的関係に砿点をii'iき，その'1M係''1|;をデザインすることが，オミにlﾘ:；M１
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ＴＩｊの産業染械を誘導するという新視点を示している。この視点は，例えば，
東京'''心部と業務核都Tl丁の机)Ｍ19膜1係性のデザインのあI)力によって，東
京''１心部の雌業柴横をより良い方向へ誘導できｲ(｝ることを示す。
2）前記ｌ）Ｊｒ[における[[I1iil部Tlj論の新視点から－歩進み，［Ⅱ隙|都11丁論の内
容とイギリスで初めてIlill定された都市計lllli法にJILづき，産業集横が祁TlJ機
能として捉えられ，誘導する観点が碓立したことを示している。
3）不安定な'0)らぎをシミュレートし，その給采をｲ↓｝るには，複緋な計算式
を解読する必要があった。このため，特に千計算で非線形モデルの|Ⅱ|稗を
得ることはⅢｌｌｉしかった。1970ｲｌｉ代後半にコンピューターが小型化してパー
ソナルとなり，さらに以降の技術１１'(新によ')，人1,1:の情報および複雑な情
報の処〕U1が可能となり，今'三1では机上で知時llIlに非線形モデルの計算に対
する|Ⅱ|答を得ることが可能になった。このことは，襖雑な数理計算を必要
とする研究や実務に，lmi期的なjllltlMlをもたらした。非線形モデルの数理計
算がＩＭＩに行えるようになったことから，俊雑系絲済学におけるモデルの
シミュレーションが可能となり，クルーグマンのエッジシテイ・モデルもfil
造することができた。
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CreationandManagementofTheCreativeCity 
-Thestrategicinductiontheoryoftheself-organizing 
cityandtheindustrialconcentration-
ＨｉｓａｏＹＡＭＡＭＯＴＯ 
《Abstract》
Thispaperstudiesthefollowingeigbtpointsforthepurposeof 
creationandmanagementofthecreativecity． 
ＬＩｔｓｈｏｗｓａｂｏｕｔｔｈｅｓｕｂｊｅｃｔｏｆｔｈｅｉｎdustrialcitywhichreflects 
industrializedsocietyafterthelndustrialRevolutiol１． 
２１twaspointedoutthatindustrialconcelltrationwasoneofthecity 
fuｎｃｔｉｏｎｓａｓａｎｅｗｐｏｉｎｔｏｆｖｉｅｗｏｆ“GardellCityofTomorrow”which 
EbenezerHowardwrote， 
3．Adifferenceinthemethodwiththeindustrystructureoftheindus‐ 
trializedsocietyandtheinformation-orientedsocietyandthecity 
creationwasexaminedThen,itwasarguedthatindividualwisdomand 
designabilitywerebestofvalueintheinformation-orientedsociety、
4.Ａｎｏｐｉｎｉｏｎｗａｓｅｘａｍｉｎｅｄａｓｔｌｌｅｒｅsearchoftherelationsofthecity 
andtheindustryaccumulationattheｔｉｍｅｏｆＭｉｃｈａｅｌＥ､PorterandPaul 
RKrugmalL 
5・TheindustrialclustersofSiliconValleyintheUnitedStatesand
CｏｍｏＣｉｔｙｉｎｌｔａｌｙｗａｓｓｔｕｄｉｅｄＡｓｔｈａｔresult,itfoundouttheexternal 
structureａｎｄtheinternalstructureofindustrialclusters、
６ＪＲＣｈｕｏＬｉｎｅ,Kichijojistation,NorthExitshoppingareainTokyo 
wasstudied・Asthatresult,itfoundouttheareamanagementlnethodof
theself-organizingcity、
7．Ｔｈｅｎ]echanismoftheself-organization，thepersonalcomputer 
businessworld,ahousingdevelol)mentinhabitant,theself-organization 
390 
l)henomenonofthecral]ialnervesceⅡwereexaminedasatheoretical 
l)ackgroundoftheself-orgallization、Then，thefactoroftheillduction
systemwasfound 
8・Thefollowingcontentswerearguedastheinductiollplanofthe
self-organizingcityalldtheindustrialconcentratiol1. 
1)Inthefirstplace,tl]elnutualcomplementuseofKnowledgeManage・
mentandHosl)italitymanagementwasarguedas“ａｍａｌ]agementof 
theplace''、
2)Inthesecondl)Iace,theguidanceoftheI]ationall)olicyandbusiness 
creationwerearｇｕｅｄａｓ“ａｎ]anagelnel]tthatauniversityplayeda 
leadingpart，'、
3)０１ｌＩｙｉｎｔｂｅｆｉｎａｌｌ)lace,howtoorganizeastateulldertakingtothe 
undertakingwllichwassuitablefortbeareacharacteragainwas 
arguedas“ainductionoftownlnanagelnentbasedonHospitality 
Desigll''． 
